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表 2 耕種概要
1  は  じ  め  に

「シュンライ」は福島県中通りを普及地域とした大麦の

奨励品種である。「シュンライJの特長は,高い耐倒伏性

と10a当たり700kg以上の収量が期待できる多収性である。

また,粒は大粒,豊満で主食用の切断麦に適している。

近年,麦類の栽培では,従来の小穂分化期から穎花分化

期に行う標準的な追肥に加え,収量の確保や加工適性の向

上を目的に出穂期を中心とした追肥の検討が,小麦作を中

心として行われている。

本試験では,同様の視点にたち,大麦品種「シュンライ」

について,出穂期追肥の効果を生育,収量,鵜精適性の面

から検討した。

2試 験 方 法

試験期間は1990～1992年 (播種年)の 3ケ年間である。

試験場所は福島県農業試験場 (郡山市)である。また,試

験に用いた圃場は,やや肥沃な普通畑 (細粒褐色低地土)

である。

試験区は表 1に示すとおり,小穂分化後期の追肥を標準

とし,出穂期の追肥を単独施用した区 (出穂期追肥)と 標

準追肥に出穂期の追肥を加えた区 (標準+出穂期追肥)を

設定 した。また,そ の他の耕種概要は表 2の とおりである。

掲精関連の試験は「精麦適性度評価基準 (全国精麦工業

共同組合連合会)」 及び「麦類品質調査における合成試料

の調査方法 (食糧庁)」 に準拠 した。また,粗たんぱく含

量はセミ・ ミクロケルダール法で測定 した窒素含量に粗た

んぱく換算係数625を乗じて算出した。

表 1 試験区の構成

追 肥 時 期

処 理 名
小穂分化後期 出 穂  期

0)播 種 期 1990年11月 2日

1991年 10月 23日

1992年 10月 29日

12)播種様式 密条播 (条 FH330ool)

3)播 種 量 215粒/♂ (0 8kg/a相 当)

14)基 肥 量 N:10P,0, 10K20110
(kg/a)全層施肥

堆肥 150 石灰 8

3 試験結果及び考察

0)生育への影響

生育及び収量への影響を表 3,図 1に示した。

出穂期,成熟期は標準追肥に比べ.出穂期追月巴,標準+

出穂期追肥とも差が見られず,出穂期の追肥が「シュンラ

イ」の生育ステージヘ与える影響はないものと考えられた

成熟期の稗長は標準追肥に比べ,出穂期追肥でやや短 く

なった。一方,穂長は追肥による差が見られなかった。

穂数は標準追肥に比べ,有効茎歩合が低下した出穂期追

肥で少なくなったが,有効茎歩合が高 くなった標準+出穂

期追肥でやや多くなった。

出穂後25日 の乾物重は,標準+出穂期追肥>出穂期追肥

>標準追肥の順であった。一方,出穂期から出穂後25日 ま

での相対生長率は,標準追肥+出穂期追肥>標準追肥>出

穂期追肥の1臓であった。出穂期の追肥が出穂期以降の乾物

生産を増加させる効果は,標準追肥を組み合わせた場合に

大きく,逆に標準追肥を欠いた場合に小さかった。

表 3 生育への影響 (1990～ 1992年 )
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注 追肥量はいずれもN:0 3kg/a(硫 安)
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図 1 生育及び収量への影響
(標準追肥を100と した場合の比率)

(1990～ 1992年/図中の数値は標準追肥)

●)収量への影響

一穂着粒数は標準追肥に比べ,出穂期追肥でやや多くなっ

た。

千粒重は標準追肥に比べ,標準追肥+出穂期追肥,出穂

期追肥とも重くなった。

収量は標準追肥に比べ,千粒重,穂数の増加した標準+

出穂期追1巴で多くなった。また,出穂期追肥では穂数が少

なかったものの一穂着粒数がやや多く,千粒重が増加 した

ため,標準追肥とl・l等の収量が確保された。

出穂期の追肥は,千粒重を増加させることから,収量を

確保する上で有効な方法と判断された。特に,標準の追肥

と出穂期の追肥を組み合わせた場合,穂数が確保されるこ

とから増収効果が高まった。

0)掲精適性への影響

鵜精適性への影響を表 4に示した。55%嶋精時間は標準

追肥に比べ,出穂期追肥,標準追肥+出穂期追肥の順にや

や長 くなった。また,自度も標準追肥に比べ,出穂期追肥 ,

標準+出穂期追肥の順で低下 した。自度が低下 した要因は

出穂期追肥を行うことで粗たんぱく含量が増加 し,硝子粒

率の高くなることに由来すると考えられた。

出穂期の追肥は,研削性及び自度が低下することか ら切

断麦を前提とした場合,鵜精適性の面で不適当と考えられた。

一般に,大麦の掲精適性は,年次や生産地によって変動

するが,こ れら変動要因の解明は不十分である。「 シュン

ライ」は出穂期に追肥を行うことで自度が低下するが, こ

のことは自度を中心とした梶精適性の変動要因を理解する

一助となると考えられた。

表4 鵜精適性への影響 (1990～ 1992年 )

4 ま と め

に)大麦の多収品種「シュンライ」への出穂期の追肥の

影響を生育,収量,鵜精適性の面から検討した。

12)出穂期の追肥は「シュンライJの生育ステージに影

響 しなかった。また,出穂期以降の生育量を増加させる効

果は,出穂期の単独追肥で小さく,標準追肥と併用 した場

合に大きかった。
13)出穂期の追肥は千粒重を増加させ,収量確保に有効

であった。

に)一方,出穂期の追肥は自度を低下させ,切断麦を前

提とした場合,不適当であった。また,こ れら自度の低下

は大麦の揚精適性の変動要因を解析するうえで,示唆のひ

とつとなると考えられた。

6)以上,「 シュンライJへの出穂期追肥は,収量確保

上,有効であった。一方,鶴精適性を低下させるため,実

際の利用に当たっては,栄養,生育診断の確立等,更 に検

討する必要がある。
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